
会 議 概 要 

１ 会 議 名 令和７度 上田市日本遺産推進協議会 総会 

２ 日   時 令和７年５月２0日 午前 10時 00分から午前 12時 00分まで 

３ 会   場 上田市役所本庁舎 ２階 202会議室 

４ 出 席 者 別紙のとおり 

５ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開 

６ 傍 聴 者 
一般 ０人 

記者 ４人以下 

７ 会議概要作成年月日 令和７年５月 23日 

協  議  事  項  等 

１ 開会（事務局次長） 

 

２ 会長あいさつ（土屋会長） 

皆さん、こんにちは。上田市日本遺産推進協議会の会長を務めております上田市長の土屋でございま

す。 

日頃は、当協議会の取組に対し、御理解と御協力を賜り、厚く感謝申し上げます。  

文化庁から令和２年に認定されました上田市の日本遺産につきましては、今年度で認定６年目を迎

えます。 

認定された地域活性化計画に基づく６年間の取り組みのうち、文化庁補助をいただきながらの重点

支援期間３年を終えまして、自立自走期間３年目という状況で、来年度には１回目の文化庁の総括評価

が控えております。 

上田市日本遺産推進協議会では、これまでも普及啓発、人材育成、受入環境整備、情報発信等、様々

な事業を展開してまいりましたが、来年度には総括評価を控えております。上田市における日本遺産の

認知度向上や更なる普及啓発に向けた事業推進・取組を抜かりなく展開してまいりたいと考えている

ところでございます。 

財源につきましては、昨年度まで同様に、国の新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付

金）等を活用しまして、事業を行ってまいりたいと考えております。 

令和５年度から始まったふるさと寄附金の日本遺産コースにつきましても貴重なご寄付が集まって

いる状況ですので、しっかりと積み立てをしまして、内閣府の交付金終了後も引き続き十分な事業展開

ができるよう進めてまいりたいと考えております。 

 本日の協議会では、「令和６年度事業報告、決算報告」をさせていただきまして、これに引き続き、

「令和７年度事業計画・予算（案）」についてご審議いただきたいと思います。 

引き続き、長野県はもとより、全国に誇れる日本遺産の地を目指し、全力で取り組んでまいりますの

で、一層のご理解とご協力をいただきますよう、お願いいたします。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

３ 議事 

 協議会の規約により、会長が議長を務める。 

（１）第１号議案 

・資料に沿い、事務局次長から第１号議案 令和６年度事業報告について概要を説明 

  ・質疑応答 なし 

 ・採決 → 全員拍手により承認 

 

（２）第２号議案 



・資料に沿い、事務局次長から第２号議案 令和６年度事業決算について概要を説明 

・委員の児玉氏より会計監査報告 

・質疑応答 なし 

  ・採決 → 全員拍手により承認 

 

（３）第３号議案、第４号議案 

・資料に沿い、事務局次長から第３号議案 令和７年度事業計画（案）、第４号議案 令和７年度事業予

算（案）について概要を説明 

  ・質疑 

 （西澤委員）塩田の館について、ビジターセンターとして活用したいと地元の各種団体からの強い要

望があり協議が重ねられてきた経緯があるが、最終結果として民間事業者へ委託を行って

いると思う。今までの協議の中で出た考え方として、実施体制として塩田の館運営協議会

を設置して上田市・地域の方・上田市日本遺産推進協議会・民間事業者で結成するような

運営協議会を進めていくとなっていたかと思うが、今後の体制はどのように考えているか。 

 （事務局長）「旧塩田の館」については地元の要望で市の整備後に活用していただいていたが、運営ス

タッフの高齢化等により「塩田の館」は地域から市へ返却として話が始まった。現在は「塩

田の館」を廃止し、「旧塩田の館」として普通財産で市が保有している。地元の皆さんの思

いをお話し、民間事業者へプロポーザルで実施したが、応募者がなかった。内容の見直し

を行った結果、現在は民間の業者㈲トーシンが借りていただいている。平日の昼に、来訪

者の滞在時間を延ばせるように食事の提供中心に行っている。松茸の産地でもあるので、

秋には松茸料理の食事提供を予定。VR２台を設置しており、来訪者に見ていただける。VR

及び庭園の管理も施設を一括して㈲トーシンに委託をしている。食事目的に訪れた方にも

上田市の日本遺産に触れていただくことで新しい日本遺産の輪が広がっていけばと考えて

いる。 

 （西澤委員）運営協議会のような組織は作らないということか。 

 （事務局長）事業者には施設の有効活用を前提として日本遺産についての要望を強く出すと自由度が

なくなってしまう面もあるため、折り合いをつける意味でも組織的なものは作っていきた

い。 

（西澤委員）ビジターセンターとして指定されたコーナーの説明文等については事務局や塩田平ボラ

ンティアガイドの会等による一定の協力が必要かと思う。 

 （土屋会長）マッチング企業とはどこの企業のことか。 

 （事務局次長）議案書 5ページ掲載のアンテナ株式会社、ジオ・マーク株式会社の 2社。 

 （近藤主任）アンテナ株式会社はインターネットネット対策関係、ジオ・マーク株式会社は多言語マ

ップガイドついての事業。 

 ・採決 → 全員拍手により承認 

 

４ その他 

⑴  日本遺産制度について（認定審査と総括評価の流れ）、地域活性化計画進捗状況報告について 

  事務局近藤主任から概要を説明。 

 ⑵ その他 

  

５ 閉会（事務局次長） 

以上 

 


